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幼児体育を通して豊かに表現する力の育成 

―小学校への連続性を取りධれたクロスカリキュラムによる学び― 

 

Fostering the ability to express abundantly through infant 

physical education 
―Learning with cross curriculum incorporating continuity to 

elementary school― 

 

                            㬆⃝ ྜྷ⣖ 

Yoshinori Narusawa 

 

１ はじめに 
  ♫会のࢢローࣝࣂや国㝿➇த・༠力の必要性が┈々ቑ大し、♫会のኚに体

的にᑐ応できる資質や⬟力を身に付けさࡏるためには、☜かな学力、豊かなᚰ、

やかな体の調を育む教育の実を図ることが大切である。そのためには、学びの

スタートライࣥである幼児期の教育࠙幼稚園、保育所、ㄆ定こども園における㐟びࠚ

と児童期の教育を円滑に接続して体系的な教育をጞめることがᴟめて重要である。

さらに、᪂たな教育方ἲと内容、教ᮦをᕤኵして行うことなど、௦のኚともに

様々なカリキュラムを⪃、実㊶することがồめられている。 
 カリキュラムから総合的な学習の間へ・ࢥ (1)
教科の枠を㉸え、Ꮚどもたࡕの⏕活に関わるၥ題の解Ỵを図る中で、▱識理解と

態度・⬟力を⤫一的に育成するために、「中ᚰ課程」とそれを支える「࿘㎶課程」か

らᵓ成するࢥ・カリキュラムが第ḟୡ⏺大ᡓᚋ┒んに行なわれた。しかし、ண

定したᩘ௨上に間がかかり、身に付けなければならないᇶ♏学力のᩘが๐ῶ

され、పୗをᣍࡃなどしてḟ第に行われなࡃなってきた。 
そのᚋ、Ꮚどもが⮬ら学び⮬ら⪃える力などの⏕きる力の育成を目指した総合的

な学習の間が教育課程の中᰾に⨨付けされ実施された。これは各教科・道ᚨ・

特別活ືの枠を取りᡶって、特定のテーマに関する᪂たな学習内容・活ືを編成す

る学習方ἲで、ከࡃのሙ合、テーマや課題の設定がᏊども⮬らの体的な㑅ᢥにጤ

、ᙧでࡃられた。各教科に関連はしているが、教科の一部を切り取ってᗈげていࡡ
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必ずしも各教科がᢅう内容を㑂Ᏺしているわけでなࡃ、体的な学び学習のⰍ合い

がᙉいため、⧞り㏉しやᬯグ、トࣞーࢢࣥࢽなどがほとんど行われないために学力

のపୗをᣍいたともいわれた。 
 (2) クロスカリキュラム 

  これにᑐして、クロスカリキ 
ュラムは、」ᩘの教科、科目の 
指導⪅が、横断的で現௦的な課 
題に関するカリキュラム（学習 
指導要領や各教科ࢩラࣂス）を 
作成し、計画的、関連的、⪃査 
的に指導していࡃ方ἲで、その 
学習内容が教科の目的・枠組み 
を保ったまま連携して相乗効果 
を上げることを目指している。 

 
㸰 幼・小学校教育への円滑な接続 
 (1) 幼・小接続の重要性 
  幼児期ᚋ期は、⮬的な学びのⱆ⏕えが育ってきており、一人や௰間同士の活ື

、の共通の目的を意識したり、⮬分のᙺ割を理解して（組ۑۑ）クラス、ࡃけでなࡔ

集ᅋの一員として⮬ぬするようになってࡃる。まで㐟びを通して学んできた▱・

ᚨ・体の学びのⱆ⏕えを⤫合し、小学校でスムーࢬに学びのᇶ♏へ㧗められるよう

に育んでいࡃことが重要となる。 
さらに、小学校ධ学とともにጞまる学校の間ឤぬ（45 分授業と 10 分ఇみの連

続᪥課）や集ᅋ行ືのきまりを理解・㑂Ᏺできるような指導も段階的に取りධれな

がら、⮬分の⯆・関ᚰにᇶ࡙ࡃ㐟びの中から課題を発見したり、調べたりする学

習も取り組んでいࡃことが大切になってࡃる。 
また、小学校でၥ題になっている「小 1 ム」（①集ᅋ行ືがとれない②授ࣞࣈロࣉ

業中にᗙっていられない③ඛ⏕のヰを⪺かないなど学校⏕活に適応できないために

㉳こすၥ題行ືなど）の発⏕㜵Ṇにつなげる取組を実施することは小学校にとって

大きなメリࢵトになる。 
  このように、Ꮚどもの発達や学びの連続性を保㞀することが、円滑に接続し、教

育の連続性・一㈏性を☜保しやすࡃなると⪃える。 
 (2) 小学校との接続に必要な幼児の姿と課題 

①⮬ら課題を見つけ、⮬ら学び・⪃え、体的に

ุ断し、よりよࡃၥ題を解Ỵする資質や⬟力の

育成 

②学び方やものの⪃え方を身に付け、ၥ題の解Ỵ

や᥈ồ活ືに体的、㐀的に取り組む態度を

育み、⮬ᕫの⏕き方を⪃えることができるよう

にさࡏる 

③各教科、道ᚨ及び特別活ືで身に付けた▱識や

態度等を相に関連付け、学習や⏕活に⏕かし、

総合的にാࡃようにさࡏる 

■表-1 クロスカリキュラム 
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  幼児期の発達段階を踏まえれば、年齢ごとに到達目標を設定することは適切とは

いえないが、幼児期の終わりまでには育ってほしい幼児の姿を具体的にイメージし、

教育課程を作成することは重要である。これは、小学校との接続のみならず、育つ

べき具体的な姿が小学校学習指導要領に示されており、幼児及び児童一人ひとりの

個に応じた指導への具体的な取組を進めるためである。 
そのためには幼稚園教育要領と同様に目標に沿って身に付けた力で、発達や学び

の連続性を踏まえた道筋を教育課程として明らかにすることである。 
しかし、接続には様々な課題も残されている。平成 20 年度の調査では実態として

は行われいないが約８割（注：引用文献 9）であったが、平成 26 年度の「文部科学

省の幼児教育実態調査による接続状況では、「授業、行事、研究会などの交流はある

が、接続を見通した教育課程の編成・実施が行われていない」が約 6 割を占め、「授

業・行事等の交流が行われ、教育課程の編成、実施が行われてる」が１７％、「接続

を見通して編成・実施された教育課程について、実施結果を踏まえ､更により良いも

のとなるよう検討が行われている」は 4.5％という状況で、かなり改善はされてきて

いる。接続を阻む課題は、「接続関係を具体的にすることが難しい」、「幼少の教育の

違いについて十分理解・意識していない」などと読み取れる。（注：引用文献８）一

方、連携している具体的な取組としては、①小学校のスタートカリキュラムを踏ま

え、幼稚園においても接続カリキュラムを作成し、就学に向けた指導計画を作成し

た。②「幼児期から児童期への学びの連続性」に関する研修会を開いた。③幼稚園

と小学校の研究テーマを同じにし、研究会への参加により教職員の資質向上を図っ

ている。④幼少連絡会を開催し、それぞれの重点課題を出し合い共通に取り組んで

いるなどがあげられる。しかし、実施している具体策や育って欲しい姿との成果や

課題などはほとんど見られない。 
 
３ クロスカリキュラムを活用した横断的な学習 

 円滑な接続のためにクロスカリキュラムで取り組むことは、学習内容が客観的に

与えられ、従来の教科の目的・枠組みを保ったまま連携し、相乗効果を上げること

ができる。平成 25 年度全国保育士養成セミナーでも保育表現技術の系列における教

科目（表現）間の連携として、各科目をつなぐ学習として効果的であるとされ、そ

の必要性が重視された。さらに、小学校指導要領の総則にも「小学校間、幼稚園や

保育所、中学校及び特別支援学校などとの間の連携や交流を図るとともに、・・」（注：

引用文献 10-1）とあり、接続の必要性を述べている。そこで行ってほしい連携は、

合科・関連型より横断的な学習の方がより効果的といわれている。 
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(1) 幼稚園等における横断的な学習 
ᗣ、表現にとると、まずこれを 
⦪⣒にして、そこに横⣒を通し横 
断して関連࡙けていࡃ。ྑ表㸰の 
のように、テーマを設定して、そ 
こに内容・領ᇦの関連をᣢたࡏる 
ことで、Ꮚどもたࡕに⮬ら⪃え、 
㐀力をാかࡏ、具体的な学びを 
つࡃり出すことができる。 
 
「表現」領ᇦの内容をまとめてみると、豊かなឤ性と表現を「身体表現」、「㡢ᴦ

表現」、「㐀ᙧ表現」、「ゝㄒ表現」の㸲つに分㢮でき、「ᗣ」はᗣなᚰと体を「体

をືかしᴦしむ」「ᗣ・Ᏻ全ᑐ策」と㸰つに分㢮できる。それぞれのᑓ㛛性を保ࡕ

ながら横断的にクロスカリキュラムを作成することはྍ⬟である。 
さらに、小学校への円滑な接続を⪃៖すると、小学校ධ学ᚋ「やったことがない」、

「分からない」、「ᴦしࡃない」、「行きたࡃない」とならないようないの教育に連

続性・一㈏性をもたࡏる教育課程の編成も容᫆と⪃えられる。 
(2) 小学校における横断的な学習 
  幼稚園等における教育を༞業ᚋ、小学校では各教科、道ᚨ、特別活ືを⦪⣒にし

て、そこに幼稚園同様横⣒を通して横断し関連࡙けていࡃことがᮃまれる。えば、

一つのテーマを設定し教科、領ᇦ間の関連をもたࡏることでᏊどもは教科の▱識

や技⬟を活用してᛮ⪃⠊ᅖをᗈげ解Ỵに向かうようになる。このような実㊶を通し

てᏊどもたࡕには、ከ㠃的、㐀的、⤫一的なものの見方、⪃え方、༠同学習を通

してのࢥミュࢣࢽーࣥࣙࢩ力、㏣ồから結果をまとめる力など様々な力を身に付け

る。さらに、教科ᩘの๐ῶができ、教ᖌによる支援や各教科のり㏉り学習など

も十分☜保できᇶ♏学力の向上につながる。 
 
㸲 幼児教育と小学校との接続ྍ⬟な教科について 
  小学校では、幼稚園で行われていた「ᗣ」はに体育と⏕活や道ᚨ、特別活ື

に、「表現」はに、国ㄒ、㡢ᴦ、図画ᕤ作、体育に分㢮される。⦪⣒と横⣒を結ࡪ

ように各教科を横断的につなぐと表 3 のようなも⪃えられる。 
 
 

表-2ڦ 横断的にテーマをつࡃる 

⏕活や㐟びを通してឤじ

たことや⪃えたことなど

を㡢やືきで表現したり、

ᥥいたり、作ったりして㡢

ᴦなども活用しながら₇

じて㐟ࡪ 

ᗣなᚰと体 ᝅかなឤ性と表現‒

いࢁいࢁな㐟びの

ሙ㠃に応じて、体

の部を十分にື

かす 
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このように取り組むと、幼児教育と違ឤのない接続がྍ⬟となる。 

 さらに、幼小の目標及び内容・教科領ᇦから⪃えると、より相の科目に関連が見

られ、内容（小学校では㐠ື領ᇦ）ᵓ成でも連続性・一㈏性がឤじられる。 
  特に、体育では各㐠ືの領ᇦの内容には、体つࡃり㐠ືでは「ᚰと体の関係にẼ

付ࡃこと、体の調Ꮚをᩚえること、௰間と交流することなど・・・」（注：引用文献

10-2）と᭩かれており、「ᗣ」内容の「ඛ⏕や達とゐれ合い、Ᏻ定ឤをもって行

ືする」（注：引用文献 11）と㢮ఝしている。また、ୗグ表 4 の表現内容と表現・

リࢬム㐟びなども幼小の教科内容による関連が㠀ᖖにᙉい内容である。 
 

 
㸳 幼児教育におけるクロスカリキュラムとは 

 幼 稚 園 教 育 小 学 校 教 育 

目

標 

 

 

 

 

ᗣ 

⮬分の体を十分にືかし、進んで㐠ືしよう 
とする 

 

 

 

 

体 

 

 

 

育 

⏕ᾭにわたって㐠ືにぶしむ資質

や⬟力のᇶ♏を育てる 
内 
容 
領

ᇦ 

・いࢁいࢁな㐟びの中で十分に体をືかす 
・様々な活ືにぶしみ、ᴦしんで取り組む 
・ᡞእで㐟ࡪ 

・体࡙ࡃり㐠ື 

・ჾᲔჾ具をっての㐠ື㐟び 

・㉮・㊴の㐠ື㐟び 

・Ỉ㐟び 

 ームࢤ・

 

・表現㐟び 

・リࢬム㐟び 

目

標 

 

 

表  

 

 

現 

豊かなឤ性や表現する力を養い、㐀性を豊

かにする 

 

内 

 

容 

 

・ឤじたこと、⪃えたことなどを㡢やືきな

どで表現したり、⮬⏤にかいたり、つࡃった

りする 
・いࢁいࢁな⣲ᮦにぶしみ、ᕤኵして㐟ࡪ 
・⮬分のイメージをືきやゝⴥなどで表現し

たり、₇じて㐟んࡔりするᴦしさをわう 

幼稚園教育における

ゝⴥに関する内容 

学校を᥈検しよう(学⣭会活ືの間でテーマỴ定) 

図ᕤᕤ作科 㡢ᴦ科 体育科 国ㄒ科 

幼稚園教育での表

現に関する内容 

 

幼稚園教育での表

現に関する内容 

幼稚園教育における

ᗣに関する内容 

■ᘙ‟‥‒ ್ૺ↗ዓ↝ܖ፼̊‒

 表-4 幼小のᗣ・表現と体育の目標等の関連ڦ
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 表-5 身体㐠ື(ᗣ)ឤぬڦ

それぞれの内容の学びを小学校へ円滑に接続さࡏるヨみとして、ᑓ㛛性や目標を

保ࡕながら横断的なクロスカリキュラムの実㊶を行う。ここでは、内容「ᗣ」と

「表現」から様々な取組を通して豊かに表現する力を育むことにした。 
(1) 幼児体育の学びから 

幼児の身体活ືは、㐟びの中で⮬↛にከ様な身体のືかし方を身に付け、それを

⧞り㏉すことで身体ᶵ⬟・㐠ື調ᩚ力として習ᚓしていࡃ期である。「㐠ືしてᴦ

しい」「Ẽᣢࡕいい」「もっと上ᡭになりたい」など体をືかすことをわいながら

意欲が向上し、更なる㧗まりを目指すような連㙐が㉳きることで⏕ᾭにわたって㐠

ືにぶしみ、ᗣな体をつࡃるᇶ♏ができる。このことが小学校ప学年の体育と連

携・接続していࡃことになる。具体的に、幼児期

ᚋ期はスキࣕࣔࣥの㐠ື᭤⥺が示すように、

⚄⤒系ᶵ⬟の発達がⴭしࡃ、ືきが滑らかで

になり、全力で㉮ったり、㊴んࡔりするこ

とにᚰᆅよさをឤじるようになる。さらに、

ーࣝをつきながら㉮るなどᇶᮏ的なືきを࣎

組み合わࡏた」㞧なືきができるようになる

など、「体のࣂラࣥスをとるືき」、「体を⛣ື

するືき」、「用具などを᧯作、活用するືき」

が滑らかになっていࡃ。 
さらに、᪥ᖖ⏕活のⰍ々な関わりからᚰを 

ືかし、ゝⴥでヰしたり、ᥥいたり、作った 
りしながら㐟びに活用して様々な表現方ἲ 
も身に付けていࡃ。そこから表現するᴦしさ、 
うれしさをわいながら、≀やື≀などの見 
方、ឤじ方が育ࡕឤ性がḟ第に育まれる。 

 (2) ᗣと表現を横断的な学習で編成するために 
表現を㸲つに分㢮し、ᗣと横断的に学習 

活ືをᒎ開し、幼児体育として小学校の「表 
現・リࢬム㐟び」に⧅げるようにもっていࡃ。 
幼児期は、上の表㸳の身体㐠ືと表㸴の表現要 
⣲（᪥ᖖ⏕活や幼稚園等で㡢ᴦを⫈いたり、ḷ 
ったり、作ったものから㢌に中で㐀したこ 
と）を、体をって表現することによって学習活ືをᒎ開していࡃ。 

ᴦしいᇶᮏ㐠ືとឤぬ 
・ᇶᮏ㐠ື(Ṍࡃ・㉮る・リࢬム㉮) 
・平⾮ឤぬ・㏫さឤぬ・ᅇ㌿ឤぬ(平ᆒྎ、

マࢵト、㕲Წ、ࣈラࣥࢥなど) 
・㊴㌍力・㧗さឤぬ（トラࣥ࣎リࣥ、㊴び

⟽） 
、ーࣝをった㐟び（ᢞげる、ཷける࣎・

㌿がす、㋾る） 
組み合わࡏたᴦしい㐠ື 
・用具をった㐠ື（なわ、࣎ーࣝ、ࣇラ

 （ࣉーࣇ
 （カーࢵࢧ）ーࣝをった㐟び࣎・
・ࣝーࣝのある㐟び(㨣㐟び、リࣞー、㞀

ᐖ≀➇த、ࢤームなど) 

表現の要⣲ 

・表現したいイメージのືきを⪃え

る 

・全身をって表現する 

・Ṇまらずスムーࢬにືࡃ 

・なりたいものになりきる 

表-6ڦ 表現の要⣲ 
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表-7 体育の年間指導計画(1ڦ 年 わࡃわືࡃ≀ラࣥࢻ/リࢬム㐟び) 

■写真-１ライオンとサル 

 
㸴 クロスカリキュラムの実㊶ 
  ここでは、ᮾᕝ⏫幼児セࣥターの幼稚園教育とᮾᕝ小学校のࣉロࢢラムから、 
幼児教育「ᗣ」・「表現」と小学校「体育の㐠ື領」の円滑な接続の実㊶や成果・ 
課題とᚋの方向性について⪃えてみる。 

(1) ᮾᕝ小学校ప学年の体育「表現リࢬム㐟び」 
ᇶᮏの㐠ືはᏊどもから㐠ືしたいという欲ồと、ᴦしさや႐びをわいながら

㐠ືዲきにさࡏることからጞまる。「㉮る」という行Ⅽࡔけでも➇த型、達成型、ඞ

᭹型など様々な取り組み方ἲがある。 
ここではṌࡃ・㉮る・スキࣉࢵ・㋀る（一人で、達とᡭを⧅ぐなど）といった

様々な㐠ື要⣲とື≀を

ᶍೌして成りきるというື作

を組み合わࡏることで、幼児

教育のᗣと表現を接続した。 
表㺎７（注：小学校と合同で作 
成）は、体育年間 102 間 
の中で表現リࢬム㐟びとして 
10 間 2 教ᮦを実施してい 
る。Ꮚどもたࡕの特ᚩとして 
リࢬムឤにやや難があり、ከ 
様なືきはⱞᡭであるが体を 
ືかすことが大ዲきである。 
そこでリࢬミカࣝにືࡃ様々 
なື≀をᶍೌする「わࡃわࡃ 
ື≀ラࣥࢻ」を㸴間実施し 
た。Ꮚどもたࡕには体育（表 

年 33    34    35       36    37    38 

༢ 1     2     3        4     5     6   

(分) 

 

 

10 

 

 

 

①いࢁいࢁな᭤のリࢬムに ②ືきをኚさࡏ、みんなでᴦしࡃ 

乗って、達と⮬⏤に  ��㋀る 

ᙎんで㋀る   㸨๓ᅇ実施したリࢬム㐟びの習も導ධで実施 

20 

 

 

30 

 

40 

 

 

 

な 

内 

容 

 

 

 

 

 て㋀るࡡなື≀の様Ꮚをまࢁいࢁめあて１㺃㺃㺃いۼ

 って㋀るࡃめあて㸰㺃㺃㺃ዲきなື≀を㑅ᢥし、ヰをつۼ

・ẖ間まとめは、見ࡏ合ったり、みんなで一⥴に㋀る�

࠙リࢬム㐟びࠚ 

・ᙎんで㋀る㺃㺃㺃へそでᙎむ�㉮ったり、スキࣉࢵしたり 

・達と⮬⏤に㋀る㺃㺃㺃ᡭをたたき合ったり、つないࡔり�

�で㋀る（≟のおᕠりさん）ࣉーࣝࢢ・

࠙わࡃわືࡃ≀ラࣥࠚࢻ 

・いࢁいࢁなື≀やᮌ・ⰼ�㇟、≟、ライࣥ࢜、ඡ、㰡、ᮌ��

・ヰす（ື≀園の一᪥） 

わࡃわືࡃ≀ラࣥ࠙ࢻ㸴間ࠚ�

学習のࡡらい㺃㺃㺃いࢁいࢁなື≀になって、㋀る�

学習の進め方㺃㺃ẖ間、めあて１を十分行ってから、めあて㸰に進む�

リࢬム㐟び࠙㸲間ࠚ 学習のࡡらい㺃㺃㺃リࢬムに乗って、㋀って㐟ࡪ�

           学習の進め方㺃㺃㺃①Ѝ②の㡰に行う�
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ᾄബδửݣᝋとẲềẆಮẉễ˳᬴

ѣửᡫẲềݩஹỉʴ᧓࢟ỉؕᄽὉ

Ө˺ụửẲềẟẨộẴẇẸỉѣỆợם

ẾềఄܖݱλܖЭỆఄܖဃỆ࣏ᙲ

ễщử៲Ệ˄ẬẆఄܖݱλܖồỉٻ

ẨễെࠀửʈụឭảởẴẪẲềẟẪẇ 

■ᘙ-ᵖ ἩἾἋἁὊルʙಅỉỈỤẟ 

現リࢬム㐟び）にᑐする違ឤはさほどなࡃ、ᴦしࡃ௰間と共に活ືした中から、

ከ様なືきのᇶ♏をᇵったり、⮬分を✚ᴟ的にᙇしていࡃという♫会性も育むこ

とができる。 
(2) 幼児セࣥターにおけるクロスカリキュラム「ᗣ」と「表現」 

様々な㐠ື要⣲と表現の要⣲を取りධれて横断的な活ືを行うことは、幼児のឤ

じたことや⪃えたことを⮬分なりに表現するᖜをᗈげ、ឤ性や㐀性をさらに豊か

に育む。ここの幼児は明るࡃඖẼなᏊがከࡃクテࣈな㐟びが大ዲきである。༙

㠃、総じて⮬分のᛮいを表現することがⱞᡭである。様々な体㦂や⤒㦂の㊊も関

係しているのではないかとᛮわれる。また、ᩘ年๓からධ学ᚋ「小 1 「ムࣞࣈロࣉ

に㝗るᏊどもが出てきていることから、小学校ධ学๓に「ࣞࣉスクーࣝ事業」をᒎ

開してきた。この年௦の幼児は┤接的・具体的なものや人とのかかわりを通して᪂

たな▱識を身に付ける学びのⱆ⏕えの期であ

るので、小学校行事を定したᒇእにおける身

体体㦂活ື（キトࢩ࢘㐠ືබ園ᩓ策）や㣗育活ື

での㔝⳯作り、小学校１年⏕とのミࢽ㐠ື会交流

など様々な活ືをᒎ開した。 
さらに、小学校の各教科へのスムーࢬな⛣行を 

目指して、同内容の㐟びを実施することで違ឤ 
が⦆できるよう領ᇦ⤫合を実施した。 
ここでは、5 ṓ児の年間指導計画の指導内容に、 

ᗣ「いࢁいࢁな㐟びを達と一⥴にࣝーࣝを作 
ったり、ᕤኵしてᴦしࡃ・ᣮᡓし᭱ᚋまでやり㐙げて‶㊊ឤをわう」、表現「いࢁ

いࢁなᴦჾにゐれてᴦしんࡔり、合ዌしたり、リࢬムに合わࡏて体をືかしたり、

㐟びにう≀を達と作ってᴦしむ」（注：引用文献 12）とあり、小学校体育の表

現リࢬム㐟びにスムーࢬに接続することがྍ⬟である。 
  このことから、ᗣと表現の目標を共᭷しながら、表現活ືとして㐟びを中ᚰに

㢌・ᚰ・体をືかしながら表現する身体表現をᒎ開している。⤮ᮏを見ながら㐀

力を⭾らまࡏたり、ື≀や乗り≀、⤮ᮏのⓏሙ人≀などになりきって㐟ࡪ中から

達と௰良ࡃ豊かに表現することを身に付けさࡏた。 
 
①  ᪫ᒣື≀園に行こう 
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■ᘙ-ᵗ ਦݰဦకẐѣཋטồᘍẮạẑᵆ৷ቦᵇ 

■写真-ᵐ ѣཋầᏮឥẲẺ 

幼児はᐙᗞで㣫

っている≟や⊧、ື

≀園で見たライ࢜

ࣥやキリࣥ、⤮ᮏで

見たࢲࣥࣃや㇟な

どື≀のືきを

ീするࡔけでわࡃ

わࡃしてࡃる。そん

なື≀をイメージ

し㐀力をാかࡏ

て様々なືきを㠃

をかࡪって㐟んで

もらった。ᅇᮾᕝ

⚟♴ᑓ㛛学校こど

も科の学⏕に༠力

を౫㢗し身㏆なື

≀の㠃を⊧・≟・ࡡずみ・㇟・㇜・⇃・うさࡂの７

✀㢮ไ作した。その㠃を幼児全員につけさࡏ、ື≀

になりきって᪫ᒣື≀園の一᪥をࣞࣉーࣝームで₇

じた。この年௦の幼児は、目の๓にないものごとを

ᛮいᾋかべる表㇟が発達する。ごっこ㐟び、ᥥ、

目の๓にいないື≀などを㬆きኌで表すような表現

力、えばࡡずみは「ࢳューࢳュ㸫」とኌを出しな

がらᅄつん㏺いでṌいたり、㣕び㊴ࡡたり、さらに㇟が㣗事ᚋ⭡いっࡥいになり横

なって㰯を上に向けてᐷるࢩーࣥやࡡずみが❧ってṌࡃなど豊かな㐀力をᇵって

いࡃことになる。 
②  身体表現によるືきのኚ 

㸳ṓ児は、一人㐟びから、達との集ᅋのᙺ割分ᢸもできるようになり、♫会性

も発達してࡃる。さらに表-10 ようにືきをᵓ成している要⣲が少しずつࢲイナミࢵ

ク、」㞧に表現できるようになる。そこで、ᅇ幼児のືきにኚ・発ᒎを見通し

てᴦしまࡏ、ୡ⏺をᗈげるようにᕤኵした。「㇟さんが㰯を少しືかします」「ࡔん

などとື≀ごとに同じ視「ᦂれますࡃぐるんぐるんと大き」「かしますືࡃん大きࡔ

点で表現方ἲをᕤኵして幼児の᪥ᖖにないືきまでも体㦂さࡏた。様々な㐠ື要⣲

 指導内容 幼児のືき 指導⪅のືき 

 

導 

ධ 

ື≀園のヰ ・列ẖにᗙってヰを⪺ 

 ࡃ 

・㠃を㑅ᢥしື≀のື 

きをീ 

・教ᖌのኌかけ 

 

 

 

 

ᒎ 

開 

・ື≀園到╔ 

・ື≀ごとに⩌れ

をつࡃる 

・⩌れでのື≀ご

とのືきをീ 

・ᷦがቯれ、ື≀

が⬺㉮ 

・ື≀園に到╔ 

・᪩々に⩌れと様々な

ືきを₇技 

 

 

 

 

・⬺㉮したື≀の㐀

的なືきを₇技 

 

・ື≀ごとのືきを

ື≀園の一᪥とし

て₇技さࡏる 

・ᷦから⬺㉮したື

≀が⮬⏤になった

႐びを₇技さࡏる 

・どんなື≀ዲき 

・ື≀㣫ってる 

・ື ≀園行った㸽 

ᐷ㉳き、㆙ᡄ 

あࡃび、Ṍࡃ 

㉮る、ᛣり 

㣗事、就ᐷ 
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と十分な㐠ື㔞から幼児の豊かなឤ性が育みつつあることがఛえる。 
８ 研究の成果とᚋの課題       ■ᘙ-ᵏᵎ ѣẨỉႆޒとਦݰɥỉᚇໜ 

幼小の円滑な接続とともに幼稚 
園教育の指導内容を横断的にᤊえ 
たことは、幼稚園から小学校の授業 
へ違ឤなࡃ接続できることをᙉ 
 ಙした。ᅇの幼稚園の「ᗣ」☜ࡃ
と「表現」によるクロスカリキュラ 
ムの実㊶は、の指導内容にも大き 
なྍ⬟性を引ࡃ出し、横断的な学習 
を᥎進できると⪃えた。さらに小学校体育の「表現リࢬム㐟び」とは同内容で接続 
することで、内容をᶍೌなどの㐟びから表現リࢬム㐟び・表現㐠ືへと㧗めること 
ができると⪃えられる。また、ࣆジ࢙のㄆ▱発達理論で示されているように、幼 
児と小学校ప学年児童はともに成㛗期が๓᧯作期のためほࡰ同じ発達段階を示す。 
そのため教育⎔ቃの段ᕪをできる㝈り少なࡃすることで、学びのⱆ⏕えから学びの 
ᇶ♏へとスムーࢬな接続がྍ⬟になる。ᅇ、ື ≀になりきり㠃をつけて㐟んࡔが、 
事๓に㠃を作るためのイメージや㞺ᅖẼ࡙ࡃりと㐟ࡪためのストーリーの更なるᕤ 
ኵがᏊどもたࡕのやかな成㛗にはྍḞである。 
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